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日本の物流事業の課題

トラック運送事業者の99%は中小企業が占めており、個々の事業者の経営は厳し
さを増している。特に燃料価格の高騰、少子高齢化のなかで若年労働者の確保な
どが困難になる課題がある。

両 10以
下

11~20 21~30 31~50 51~100 101~200 201~
500

501以
上

計

企業数 35,922 13,107 5,893 4,310 2,690 715 205 68 62,910

構成比 57.1 20.8 9.4 6.9 4.3 1.1 0.3 0.1 100.0

車両規模別

中小企業(資本金3億円以下または従業員300人以下）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上

平成15年 1.1 17.4 27.2 22.3 23.9 8.2

平成20年 0.5 12.0 29.0 24.0 21.9 12.6

平成25年 0.5 9.6 23.0 30.5 21.4 15.0

年齢階級別就業者数構成比(単位：％）

若年労働者の確保

資料：国土交通省

資料：国土交通省
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パナソニックの環境物流への取り組み

物流パートナーや他企業等との連携により、重量原単位、年率１％以上のCO2削減
に取り組んでいる。(重量原単位＝CO2排出量/輸送重量）

3

【バイオ燃料回収・活用】

他荷主と連携で拡大

【物流現場での廃棄物有価化】

CBPと連携でグループ横展開

国内：500km超の１５％以上を鉄道

※数値目標は国
内

エコﾄﾗｯｸ導入推進・エコドライブ推進

物流パートナー・他荷主
との連携

輸送効率向上 廃棄物の再資源化

モーダルシフト エコドライブ推進

共同輸送・まとめ輸送
・車両サイズの適正化

・省資源梱包によるダウンサイズ

・海上ｺﾝﾃﾅ積載効率向上

１ ２

３ ４

国内省エネ法必達と体質強化に繋がる取り組みを展開
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パナソニックの共同輸送の取り組み事例

物流パートナー連携による共同輸配送より、CO2削減に取り組んでいる。

2009年4月より、T様との共同輸送を実施中

東京物流センター

3㎞50㎞

600㎞

650㎞
神戸物流センター
等

Panasoni
c 

尼崎物流センター
家
電

浦安物流ｾﾝﾀｰ

玩
具

Panasoni
c 

大型ＣＮＧ／一般車≪運行フロー≫

長距離用大型CNGトラックは日本に１台、一般車も共同輸送

◇グループ、業界の枠を越え、共同輸送を推進
【効果】 積合せによる積載率向上、空回送距離削減など
【業界】 電機（他メーカー）、電線、運輸、玩具、飲料など

◇パートナーからの提案
・2007年10月 次世代低公害車ＰＪ、大型CNG車 公道試験受託
・2008年 7月 大型CNG車よる大阪－東京間の往復輸送の提案

ECO・ＶＣ活動
物流パートナー連携

大気汚染防止

地球温暖化防止
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パナソニックのバイオ燃料活用の取り組み事例

社員の食堂廃食油を精製し、物流車両の燃料に再利用、CO2排出量を削減している。

調達物流 11社

販売物流 4社

静脈物流 4社 生産物流 1社 通勤車両 1社

事例：当社 草津工場
＊その他：京阪神、東海、首都圏地域事業場で活用中

CO2削減 ▲160ｔ
14年度ｸﾞﾙｰﾌﾟ合計
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商用車の運行管理支援国総研共同実験

中小企業中心のトラック運送事業者でも利用可能な、ETC2.0車載器を利用した運
行管理支援システムを2012年9月より2015年3月まで国土技術政策総合研究所(国
総研）と共同研究した。この研究結果、実験参加の運送事業者よりETC2.0システ
ムは安価で有益な運行管理システムであると評価された。

高速道

一般道

簡易路側機

ETC2.0車載器

貨物車両

internet網

走行履歴収集装置プローブ処理装置
(地方整備局/国総研)

国交省 HTTPS

HTTPS(mobile)

パソコン
(事務所)

インターネット

簡易路側機
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大阪市内 商用車走行軌跡の実例

200m

ETC2.0車載器は、200m走行ごと
の時刻、緯度経度、速度、加速度
等の走行データ約80km分が蓄積さ
れる。このデータは、路側機通過
時に自動的にプローブ処理装置へ
アップリンクされる。

Copyright©2015Google earth ZENRIN Copyright©2015Google earth ZENRIN
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運行管理： 路側機通過時刻の通知

ETC2.0搭載車両がITSスポット路側機通時、アップリンク時刻を事業者へ連絡す
ることができ、ETC2.0搭載車両は高速道路上での現在位置管理が可能となる。

ETC2.0車載器に保存した
アップリンクデータ例

約１０分から１５分毎、ITSスポット路側
機を通過（24箇所）

Copyright©2015Google earth ZENRIN
Data SIO,NOAA,U.S.Navy,NGA,GEBCO Data Japan Hydrographic 
Association

Copyright©2015Google earth ZENRIN
Data SIO,NOAA,U.S.Navy,NGA,GEBCO Data Japan Hydrographic Association
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燃費管理： 燃料使用量推定

ETC2.0プローブ情報から、センターサーバーで燃料消費量を計算し、CO2排出量
を推定した。この結果、燃費法に近い精度でCO2排出量を推定できた。
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安全運転管理： 運転傾向の見える化

車両毎の急制動回数より運転者の
安全教育に利用できる。

更に、急制動発生多発場所から、
走行注意地点の特定ができる。

急制動回数 (車両単位)

平均 ：10.8回

急制動発生場所の事例
Copyright©2015Google earth ZENRIN
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労務管理： 運転日報自動作成

事業者駐車場へ実験車両が着庫すると、運転日報が自動作成される。日報14項目中
12項目が本システムにて自動生成可能である。

運転者氏名

積載状況

車両管理ID

乗務記録

休憩地点と日時

ＥＴＣ情報 休息時間

自動入力

手動入力
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降雪時の物流車両ルート確保

2014年12月17日から18日の名古屋市の23cm積雪時、トラック輸送ルート変更が
見えるかできた。天候・災害時の道路状況が予想可能となる。

12月18日(木)

市内23ｃｍ積雪時の
ルート(23→東海通）

12月19日(金)

市内8ｃｍ積雪時の
ルート(23→258）

12月15(月)日・
16(火)・17(水)・
22(月) 平常ルート
（23→66）

Copyright©2015Google earth ZENRIN
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主な実験参加事業者ヒアリングコメント

[物流事業者]

・紙による運行日報では走行キロ、休憩開始の時間などをドライバーが記録した
り、運行後にタコグラフから読み取ることをしなければならなかったが、自動的
にプローブ情報から計算でき手間が省ける。

・安価なETC2.0車載器だけで簡易的な運行管理が可能となった。

[荷主]

・運転ダイヤグラムによりドライバーの待機時間がわかるため、荷物の配送計画
の検討材料として利用できる 。

・日々のデータを解析することで、悪天候(台風など)や渋滞発生が予想される場合
にどれくらいの余裕時間を持たせればいいのか推測をすることが可能である。

[ETC2.0情報への期待]

・着実なETC2.0プローブ情報の民間開放

・中小事業者への運行管理サービスの早期実現


